
〝
磐
城
ら
ら
み
で
す
〟

小
名
浜 

ミ
ュ
ウ
に
新
キ
ャ
ラ

ま
ち
ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
ニ
ュ
ー
ス

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
〝
教
室
〟

を
視
察
す
る
関
係
者
ら

は
二
二
年
度
に
四
百
七
十
三
人
。
ど

ち
ら
も
過
去
最
多
を
記
録
し
、
潜
在

的
な
人
数
は
さ
ら
に
多
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

他
方
、
不
登
校
生
徒
の
進
学
先
と

し
て
、
通
信
制
高
校
が
急
拡
大
。
国

内
の
生
徒
数
は
三
十
万
人
を
超
え
、

過
去
五
年
で
一
・
五
倍
に
。
こ
う
し

た
状
況
下
、
中
学
か
ら
の
不
登
校
対

応
は
急
務
と
さ
れ
、
同
校
で
は
十
月

一
日
に
事
業
を
開
始
し
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｂ
は
学
校
復
帰
な
ど
へ
踏
み

出
す「
学
び
の
居
場
所
」で
、「B

ridge 
to the F

uture

（
未
来
へ
の
架
け

橋
）」
が
コ
ン
セ
プ
ト
。
科
学
的
な

青
少
年
支
援
ア
プ
ロ
ー
チ
、
段
階
的

な
適
応
支
援
、
個
別
に
最
適
化
さ
れ

た
学
習
、
専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
寄

り
添
う
心
理
的
な
安
全
基
盤
、
専
門

的
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
五
つ
を
柱
に
掲

げ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と

し
て
導
入
し
た
の
は
、
同
大
附
属
昌

平
高
校
通
信
課
程
で
取
り
入
れ
て
い

る
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
青
年
発
達
（
Ｐ
Ｙ

Ｄ
）」。
得
ら
れ
た
知
見
を
生
か
し
て

学
習
・
社
会
的
ス
キ
ル
や
自
己
肯
定

感
の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

具
体
的
に
は
、
学
校
に
行
け
な
い

生
徒
を
「
転
校
生
」
と
し
て
受
け
入

小
名
浜
、道
の
駅
い
わ
き
・
ら
・
ら
・

ミ
ュ
ウ
一
階
の「
オ
ー
ト
バ
イ
神
社
」

脇
に
、〝
専
任
巫
女
（
み
こ
）〟
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
看
板
が
お
目
見
え
し
た
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
は
「
磐
城

ら
ら
み
」。
海
を
思
わ
せ
る
青
い
袴

（
は
か
ま
）
姿
で
、
濃
紺
の
長
い
髪

と
水
色
の
瞳
が
印
象
的
。
右
手
に
は

釣
り
ざ
お
を
持
ち
、
施
設
の
〝
ら
し

さ
〟
を
表
現
。

制
作
し
た
の
は
、
バ
イ
ク
関
連
情

報
の
人
気
配
信
者
〝
独
ヲ
タ
女
子
〟

ア
ッ
キ
ー
さ
ん
。
十
月
に
館
内
で
開

か
れ
た
、
ア
ッ
キ
ー
さ
ん
と
同
館
と

の
コ
ラ
ボ
企
画
で
お
披
露
目
さ
れ

た
。同

所
は
大
勢
の
ラ
イ
ダ
ー
が
訪
れ

平
字
白
銀
町
、
グ
ラ
ン
パ
ー
ク
ホ

テ
ル
パ
ネ
ッ
ク
ス
い
わ
き
は
、
毎
年

恒
例
の
お
せ
ち
料
理
＝
チ
ラ
シ
＝
の

予
約
を
受
け
付
け
中
。

彩
り
華
や
か
な
二
段
重
「
松
翠

（
し
ょ
う
す
い
）」
は
三
～
四
人
前
。

値
段
は
二
万
八
千
円
（
税
込
み
）。

自
宅
ま
で
の
配
達
（
一
部
地
域
は
配

達
不
可
）
か
、
来
館
し
て
受
け
取
る

こ
と
も
可
能
。
予
約
受
け
付
け
は
、

十
二
月
十
二
日
ま
で
。

ま
た
、特
別
営
業
「
新
春
ラ
ン
チ
」

も
実
施
。
期
間
は
二
〇
二
六
年
一
月

一
～
四
日
。
刺
し
身
御
膳
や
天
ぷ
ら

御
膳
な
ど
、
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
で
要

予
約
に
な
っ
て
い
る
。

詳
し
く
は
、
同
ホ
テ
ル
（
電
話

三
五
―
五
五
一
五
）
ま
で
。

る
な
ど
、
ツ
ー
リ
ン
グ
拠
点
と
し
て

も
人
気
。
一
昨
年
に
同
神
社
を
設
置

れ
、
指
導
を
行
っ
て
い
く
。
今
年
度

定
員
は
二
十
人
ほ
ど
で
、
現
在
七
人

が
登
校
。〝
教
室
〟
は
同
大
に
あ
り
、

本
校
と
は
異
な
る
環
境
で
学
ん
で
い

る
。
昌
平
黌
が
運
営
す
る
同
高
、
い

わ
き
短
大
、
同
大
へ
進
む
こ
と
も
で

き
、
一
貫
サ
ポ
ー
ト
も
強
み
。

十
月
二
十
一
日
に
同
大
で
吉
田
信

治
校
長
ら
が
概
要
を
説
明
。
昌
平
黌

の
緑
川
浩
司
理
事
長
は
「
不
登
校
生

徒
の
支
援
を
通
じ
、
社
会
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
校
（
電
話

八
五
―
五
〇
〇
五
）
ま
で
。

し
、
日
本
二
輪
車
文
化
協
会
が
展
開

す
る
「
全
国
オ
ー
ト
バ
イ
神
社
」
の

認
定
を
受
け
て
い
る
。

ら
・
ら
・
ミ
ュ
ウ
は
九
月
に
「
道

の
駅
」と
し
て
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
。

一
階
の
「
銘
品
プ
ラ
ザ
」
を
拡
張
し

た
ほ
か
、
外
部
ト
イ
レ
や
駐
車
場
の

二
十
四
時
間
利
用
が
可
能
と
な
っ

た
。

文
科
省
な
ど
に
よ
る
と
、
国
内
小

中
学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、

二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
度
に
約

三
十
四
万
六
千
人
。
い
わ
き
市
内
で

東
日
本
国
際
大
学
附
属
昌
平
中
学

校
は
、
同
大
内
に
不
登
校
の
中
学
生

を
受
け
入
れ
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

「
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
（
Ｓ
Ｓ
Ｂ
）」
を
開
所
し
た
。
私

立
中
学
が
同
様
の
事
業
を
行
う
の
は

画
期
的
と
い
い
、
県
内
で
初
め
て
。

　
　

□　
　
　
　
　

□

―昌平中―
フリースクール開所
県内初 不登校生の居場所に

オ
ー
ト
バ
イ
神
社
脇
に
お
目

見
え
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
看

板

彩
り
華
や
か
新
春
お
せ
ち

グ
ラ
ン
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
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